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【第 3 回】 
テーマ：外国人のくらしについて～高齢化と、それに伴う社会保障～ 
講 師：独立行政法人 労働政策研究・研修機構 研究員 細川 良 氏 

 
 
 
 
 
 

内 容： 
外国人労働専門相談員をしていたご経験があり、その中で生活相談や社会保障に関する相談も多

く受けていた講師を招き、社会保障制度および医療・年金・福祉の基礎についてご講演をいただき

ました。更に 2 つの事例を通し、対応の留意点や制度について考える意見交換、相談を受けるとき

のポイント等について取り上げていただきました。 
   アンケート（抜粋）： 

・社会保障に関する諸々の制度について、一つひとつ細かく説明していただいたので大変理解で 
きた。 

・外国籍の方が、一定の条件を満たしていれば日本人と同等の制度利用が可能であることが分か

った。 
・医療・年金・福祉の各分野を分割して講座を催してほしい。 

 
【第 4 回】 
テーマ：こころの健康に配慮した支援Ⅰ～メンタルヘルスの基礎知識・傾向と対応のポイント～ 
講 師：多文化間精神医学会 理事・精神科医 倉林 るみい 氏 

 
 
 
 
 
 

内 容： 
「メンタルヘルスの基礎（病種・症状）」について、具体的な事例を組み込みながらの説明と、そ

の際の対応の留意点等について、講師自身の体験を踏まえながらお話いただきました。事例検討を

予定していたが、講師からのご提案により、質疑応答の時間を設け多くの質問が挙がりました。 
アンケート：（抜粋） 
・はっきりと回答をいただき納得することが多く、楽しい研修時間が過ごせた。 
・スーパーバイズする場もあり、相談員がバーンアウトしないためにもとても役に立った。 
・事例をもっとたくさん紹介していただきたい。 
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【第 5 回】 
テーマ：こころの健康に配慮した支援Ⅱ～外国籍住民のこころの問題・相談員としての対応のポイント～ 
講 師：横浜いのちの電話 外国語相談研修トレーナー 岩木 章子 エリーザ 氏 

 
 
 
 
 
 

内 容： 
移住者とホスト(受入国・人)両面から見た「移住によるこころの変化やその問題」についてご講義

いただきました。また、ロールプレイや事例等を通し、様々な問題を抱えた移住者への相談対応の

ポイント(相談技法)や、相談員自身のこころのケアについても取り上げていただきました。 
アンケート（抜粋）： 
・実際の事例をもとにした講義であり、日本人であると思いつかないこともありとても新鮮で、 
これまで一面的にしか考えていなかったことを見つめ直す良い機会だった。 

・外国人の問題としてだけでなく、自分の問題として大変関心のあるテーマだった。エンパワー

メントの大切さに気付かせていただけたことが大きな収穫だった。 
・相談員の心に焦点をあてたお話が大変興味深くためになった。 

 
 相談員の声③  相談を受けるときの心構えについて、教えてください。 

・常に新しい情報の収集に気を付けている。また、同国でも地域によって特徴があるので 

相談者に信頼してもらえるよう努力する。（でも、とても難しい） 

 

・相談者の味方である姿勢と、時間がかかってもまずは相談者本人がやってみることを促す姿勢。 

  

・偏見を持たずオープンな心で、相談者の声に耳を傾けること。 

 

・「できること」と「できないこと」をはっきり伝える。一定の時間を設けてじっくり耳を傾けた上で、

相談者が一番求めていることは何か尋ねる。 

 

・色々な問題を抱えた方から相談があるが「ただ話を聞いてほしいのか」「アドバイスが必要なのか」

「涙を流したいのか」相談者の雰囲気を見ながら対応する。 

 

・人には人それぞれの考え方と生き方があるから、(自分はこうやって解決した等)自分の経験からの

アドバイスはしない。たとえ失敗しても自分で選んだ道から何かを学び、やり直すことができる。

 

・相手の悩みをしょいこまない。 

 

・個人情報の取扱いと、相談員としてできる範囲について気を付けている。 

 

・「してあげる、教えてあげる」ではなく「一緒に考える、一緒にやる」姿勢。 
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年度 日時 参加機関

23 3月21日(水)

・東京入国管理局横浜支局
・神奈川労働局
・神奈川県かながわ労働センター
・配偶者暴力相談支援センター
・横浜市　政策局
・相模原市　企画市民局
・神奈川県　県民局
・(公社)青年海外協力協会

24 3月5日(火)

・東京入国管理局横浜支局
・神奈川労働局
・神奈川県かながわ労働センター
・神奈川県立女性相談所
・川崎市　市民こども局
・神奈川県　県民局
・(公社)青年海外協力協会

25 10月16日(水)

・東京入国管理局横浜支局
・神奈川労働局
・神奈川県かながわ労働センター
・神奈川県立女性相談所
・横浜市　政策局
・横浜市国際交流協会
・相模原市　市民局
・相模原市中央区役所
・神奈川県　県民局
・(公社)青年海外協力協会

■各機関から事前に挙げられたテーマに沿った意見交換
　テーマ（抜粋）
・在留カードの切換えについて
・相談窓口の効果的な広報について
・外国人の係る労働相談/女性相談の状況について
・相談対応の処理（相談票記入等）と、継続相談等に関する
　的確な引継作業について

4．神奈川県外国人相談機関連絡会について

　神奈川県の外国籍県民支援事業のひとつとして「外国人相談機関連絡会」を行っています（年１回）
　県内で外国人相談事業を実施する公的機関が情報を共有することで、各機関の連携・相互協力体制を構築または強化し、
県内における多文化共生施策、相談窓口事業の発展と促進に寄与することを目的としています。

内容

■各機関の相談窓口の体制、および実施内容について
■現在、各機関が抱えている課題について
■神奈川県が実施している外国籍県民相談に対しての提案、
　要望等

■「新たな在留管理制度」についての概要、および施行後の
　　現況について
■「新たな在留管理制度」施行後に扱った事例等について

43

4．神奈川県外国人相談機関連絡会について
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相談員の声④  どんな想いで相談員の仕事をしていますか？ 

・一緒に希望を持って、一緒に泣いて（そんな気持ちで）、プラス思考で！ 

 

・全力で人の役に立ちたいと思っている。自己満足だけど、達成感を感じる。 

 

・それぞれの自立。一日も早く、相談窓口を必要としない世の中になってほしい。 

 

・出会いとなりゆきに身を任せ相談員の仕事を始め、挑戦してみたらとてもやりがいのある仕事だった。 

貴重な出会いによってこの仕事に就けたと思っている。 

 

・本当は「社会のために！」と言いたいところですが、まだまだ非力なので…社会と繋がり、それを通して

自分の知識を深めたい。 

 

・相談者の声を聞きたい。相談者は、問題を持っていると同時に答えも持っている。相談員は、相談者が 

その答えに辿り着けるよう背中を押すだけ。 

 

・役に立てればいいなあと思っている。 

 

・ニューカマー、マイノリティ…一人ひとりの自立を思う。窓口としてどこまでサポートできるか分からな

いけど、それぞれが抱える問題を解決していくことが自立だと思っている。 

 

・一度で解決できないことが多いので、それをほぐすような気持ちで業務にあたっている。 

 

・相談は、私が解決するのではなく「一緒に考える、探すこと」。 

 

・人間同士の信頼関係が一番大切。 

 

・もともと人の役に立てることが嬉しくて、来日したとき、役に立つことがあればやりたいと思っていて 

 この仕事に就くようになった。 

 

・チャレンジ！この仕事は、どんな相談がくるか分からないから。 

 

・こういった分野の仕事が好き。 

 

・すぐに解決できなかったとしても、良き理解者として話を親身になって聞くこと。 

 

・幼いときに外国へ渡り、両親が言葉の面で苦労しているのを見てきた。当時は相談窓口のようなものはな

かったので、自分達で切り開いていくしかなかった。相談員として、相談者自身が自立していけるよう接

触したい。 

 

・仕事等で外国で暮らす中で、度々「日本人は勤勉で働き者」「日本の製品は素晴らしい」「日本はきっと素

晴らしい国」と言う方々にたくさん出会った。日本で暮らす多くの外国人にも、そのようなことを思って

いただけるよう願いながらこの仕事に就いている。 

 

・相談員として、できる限りのことは解決につなげたい。すぐに解決できなかったとしても、良き理解者と

して、親身になってお話を聞くことを常に考えている。 
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編集後記 

 

 

グローバル化の進展により、人の国際移動がますます活発になる中、神奈川県では外国

籍県民の生活をサポートする支援者・団体等の活動によって共生社会を築くための多数の

取り組みが行われています。そういった制度や社会資源等を活用し、生活の基盤を築いた

上で「起業のために情報収集したい」「大学進学に向けて推薦を受けた」「子育てが落ち着

いたので何かしたい」など前向きな相談も寄せられています。これらの相談は「異なる文

化を背景に持つ人たちが、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に

生きていく」多文化共生社会への明るい材料とも言えます。 

しかし、その一方で、社会の変化や異なる文化・習慣・ことばの問題等から、仕事上の

トラブルや離婚、税金の滞納など、問題が複雑化してしまい解決が難しい相談や、こころ

のケアが必要だと思われる方の相談も増えているのが現状です。さらに今後、年金や介護

保険に関すること、介護サービスの利用等、外国籍県民の高齢化に伴う相談の増加も予想

されます。それはまさに、今後の日本社会全体の課題とも言えるのではないでしょうか。 

 

私たち相談スタッフは、外国籍県民が地域社会の一員として暮らしやすい環境をつくっ

ていくために、国際社会の動向や、住民に影響する政策・制度・状況の変化に常に留意し

ていかなければならないと考えています。 

当窓口は、外国籍県民が必要としている情報やサービスが行き届き、相談者一人ひとり

のニーズに応えていくために、他の公的機関や現場で活動されている民間支援団体等との

連携を大切にして、常に相談者中心の質の高い情報提供を行う窓口であるよう努めていき

たいと思います。 

 

 

神奈川県外国籍県民相談 相談スタッフ一同 
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